
問
答

法改正からみた
計画の考え方は

分野横断的な
対応力の向上で

〇
弥
富
市
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
か
ら
以
下
を
問
う
。

高
齢
化
率
の
推
移
か
ら
み

た
、
生
産
年
齢
層
の
予
想
割
合

は
。

健
康
福
祉
部
長
平
成
30

年
か
ら
令
和
７
年
は
61
〜
62
％

台
、
令
和
22
年
に
は
57
・
３

％
。５

％
ほ
ど
減
少
見
込
み
。

前
期
高
齢
者
、
後
期
高
齢

者
の
将
来
を
み
て
、
保
険
料
の

拠
出
増
加
課
題
と
、
介
護
人
材

不
足
の
具
体
策
は
。

介
護
予
防
事
業
に
重
点
を

置
き
、
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ

る
。介

護
人
材
の
処
遇
改
善
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
、
学
生
等
へ
の
支
援
、
外
国

人
材
の
受
け
入
れ
促
進
な
ど
。

こ
れ
ま
で
の
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
数
が
、
減
少
傾
向

に
あ
る
要
因
は
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
元
気

塾
な
ど
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
効
果
。

高
齢
者
お
よ
び
、
そ
の
介

護
家
族
の
実
態
は
。

中
高
年
層
の
働
き
盛
り
の

世
代
が
多
い
が
、
仕
事
と
介
護

の
両
立
が
難
し
く
、
フ
ル
タ
イ

ム
の
就
労
者
が
離
職
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

「
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ

ー
」
の
認
識
度
向
上
へ
の
方
策

は
。

広
報
や
と
み
へ
の
掲
載
、

窓
口
で
の
周
知
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
関
係
機
関
等
か
ら
の

情
報
提
供
を
図
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
の
社
会
保
障
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
か
ら
み
た
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
今

後
、
義
務
づ
け
さ
れ
る
予
定

か
。
ま
た
、
今
回
の
法
改
正

は
、
抜
本
的
な
制
度
見
直
し
と

み
る
か
。

市
長
義
務
化
に
つ
い
て

は
分
か
り
か
ね
る
。
ま
た
、
抜

本
的
な
見
直
し
に
な
る
か
回
答

で
き
な
い
が
、
複
雑
化
・
複
合

化
す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
、
関

係
部
署
が
連
携
を
図
る
と
と
も

に
分
野
横
断
的
な
対
応
力
の
向

上
に
努
め
る
。

「
あ
ま
さ
ぽ
（
海
部
医
療

圏
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
）
」
の
認
識
度
向
上

へ
の
方
策
は
。

広
報
や
と
み
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

介護予防や各種支援を充実答
第８期介護保険事業計画を迎えて
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答
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答答

問

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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